私 は ストリップ を 見た の は 今度が はじめて だ。 ずい 

ぶん 手お くれで あるが、 今 ま で 見る 気持が う) J か な 

かった から 仕方がない。 

悪日であった。 翌日の 新聞の 報ずる ところに よると 

本年 最高、 三十 度と いう。 むしあつい 曇天な の だ。 汗 

に まみれて ハダ 力の 女の子 を 睨んで いるの はつらい。 

しかし、 先方 も 商売。 又、 私 も 商売。 

日 劇 小 劇場、 新 宿 セント ラル、 浅 草 小 劇場と 三つ 見 

てま わって、 一番 驚いた の は 何かとい うと、 どの 小屋 

も 女の お客さんが 御 一 方 もい らッ しゃらん という こと 

であった。 完全に いなかった。 一人 も。 



のか も 知れない が、 その 人 自体 は 美の 対象で はない よ 

うだ。 

裸体の 停止した 美し さは 裸体 写真な どの 場合な ど は 

有りうる が、 舞台に はない。 舞台で は 動きの 美し さが 

全部で、 要するに 踊りが へタ なら ダメ なので ある。 昔 

の 場末の 小屋の ショォ に は 大根足の 女の子が 足 を あげ 

ぶざま 

て 手 を 上げたり下げたり する だけの 無様な もので あつ 

たが、 それに くらべる と、 今の ストリップ は 踊 リも体 

をな している し、 そろって 裸体が 美しくな つてる こと 

は 確かで あるが、 裸体 美と いう もの はそう 感じられな 

ヽ o 

レ 



見込みがない と 心得なければ ならな い。 

まず 程々 にすべし。 裸体が 許された からといって、 

やたらに 裸体 を 見せる のが 無芸 の 至り。 美 は 感情との 

取引 だ。 見せ 方の 問題で あるし、 最後の 切札と いう も 

の は、 決して それ を 見せな くと も、 握って いる だけで 

効果 を 発揮す る ， J とがで きる。 

だいたい 女の子の 裸体 なんても の は、 寝室と 舞台で 

は、 そこに 劃され た 一線に 生死の 差が ある。 阿部 定と 

いう 劇に ぉ定 当人が 登場す る ことが、 美の 要素で ある 

か、 どうか、 という こと。 生きた 阿部 定が 現れる こと 

によって 美 は 死ぬ かも 知れず、 エロ は グロと なり、 因 



くなる よ。 

阿部お 定 女史が 舞台に 立ちたい というから、 あのと 

き は 私が 半日が かりで コン コンと 不心得 を いさめた の 

である。 本人が 舞台へ でる というの は、 因果 物 だから 

である。 生の 裸体が 舞台へ あがる の も、 それと 同じ こ 

とで ある。 美 や 芸術 は 見る 人 を 救う が、 ストリップ は 

因果 物の 方へ 突き落して くれる。 

8888 という 自動車 は 浮気ので きない 車 だ。 この 



ソ • レビ ユウと いうの が 現れて 人気 を さらった の を 御 

記憶 かな。 このへ ソ. レビ ユウの 発案者、 ならびにへ 

ソ 脚本の 執筆者が 淀 橋太郎 であった。 つまり スト リツ 

プの 元祖な ので ある。 

「へソ を だしゃ、 お 客が き やがん だからな。 バカ にし 

やが る」 

元祖 は 酔っ払って 嘆いて いた。 長い 年月 軽演劇と い 

う ものに 打ち こんで きた 彼に して みれば、 女の子が へ 

ソを だす や 千客万来 とあって は 残念 千万であった ろう。 

「こうな り ゃァ、 ぉ定 です よ。 もう、 ャケ だよ。 ホン 

モ ノ のお 定を 舞台 へ あげます よ」 



で 一人で やって るの だそう だから、 天分が あるの だろ 

う。 あとの 子 は 昔ながら の 浅 草 レビ ユウで、 体 をな し 

てレ ，<? レ 

男と 女が 現れ、 クロ ー ル、 ブレスト、 バタフライ、 

水泳 を まねた 踊り を はじめた。 ストリップの 踊りと し 

て は 新鮮な 思いつき だと 思って、 見て いると、 踊りが 

ダメ で、 ハシ にも 棒に も かからぬ ものに なって しまつ 

た。 

芸 である。 ほかの 文句 は 無用、 芸が 全部 だ。 こうい 

ぅデ コボコ • バラックで 見る にたえ る 芸人 をと り そろ 

える と、 時代の 名物になる 可能性 は 甚だ 多い。 旅の 心、 



が 頭痛の タネな の は 当り前 だ。 GI は キヤ ァく 喚声 

を あげ、 女の子の ハダ をな でた リ、 一 心 同体のう ちと 

けぶり を 現す が、 日本人の 観客 は 拍手 ひとつ 送らない 

ので ある。 これに 気がつく と 凄味が ある。 音 もな く、 

反応 もな く、 ただ 目の玉が 光って いるので ある。 タメ 

ィキを もらす わけで もない。 実にた だ 黙々 と、 真剣 勝 

負の ような 穏 かならぬ 静か さで ある。 

そこで か の 浅 草 小 劇場の 社長 先生が 考えた ので ある。 

GI だけ 人種が ちがう という わけはない。 日本人 だつ 

て 酔 つ 払えば GI なみな ハデな 喚声 を あげる 仁 も ある。 

素質がない わけで はない の だから、 こっちの やり方 ひ 



とつで、 日本人 を GI なみの 見物 態度に 誘導で きない 

はず はな 、リ 

そこで スト リッパ— を 踊りながら 客席へ 降ろす こと 

を 考えた。 踊りながら タバコ をす う。 口紅の ついた タ 

バ コを 見物人に さしあげる。 

ところが、 もらって くれないの である。 三人のう ち 

二人 は 身体 をね じむけ て、 ソッポ をむ いてし まう。 一 

人 はわ ざと 渋々 うけとり、 まずそう に 吸って ペッペ ッ 

とやる。 そうかと 思う と 一 人 は 三分の 一 だけ 吸い、 残 

り を うやうやしく 紙に くるんで 胸の ポケットへ 大事に 

しまいこんで しまった。 拒諾 いずれにしても 沈々 とし 



があって、 メリ— さん 曰く、 肉体が 衰えて はいけ ない 

から 情事 をつつ しまねば ならぬ、 と ある。 こんな 物々 

しい 考え方 もして みたい のだろう が、 ムダな こと だよ _ 

芸 だけ 考えれば タク サンな ので ある。 芸 という もの、 

舞台の 上で 女に 生れる という こと を 本当に 心得て いな 

いから、 肉体の 衰え だの、 情事 だのく だらぬ こと を考 

える。 むしろ 正確に 情事 を 学ぶ 方が いくらか 芸 のタシ 

に はなる だろう さ。 

私が ストリップ 見物に 出発と あって、 迎えに きた 8 

888 にの りこむ と、 旅館の ォカミ サン や 女中 サン 大 

変な よろこび ようで、 
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